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友
好
城
郭
提
携
記
念
の

記
念
碑
除
幕
式

　

12
月
19
日
、
上
田
市
民
会
館
駐
車

場
で
、
上
田
城
と
大
阪
城
の
友
好
城

郭
提
携
を
記
念
し
て
建
立
し
た
記
念

碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
田
城
と
大
阪
城
の
友
好
城
郭
提

携
は
、
真
田
幸
村
公
の
縁え
に
し

に
よ
っ
て

平
成
18
年
10
月
10
日
に
結
ば
れ
ま
し

た
。
10
月
10
日
は
、
幸
村
が
大
阪
城

に
入
城
し
た
日
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
以
来
、
学
術
・
文
化
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
様
々
な
分
野
に
わ
た
り
交
流

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
平
成
20
年
の
同

日
に
は
、
大
阪
城
で
友
好
城
郭
提
携

を
記
念
し
て
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
記
念
碑
は
、
大
阪
市
の

住
吉
大
社
周
辺
の
名
所
旧
跡
の
保
存

活
動
を
し
て
い
る
、
財
団
法
人
住
吉

名
勝
保
存
会
か
ら
大
阪
市
が
寄
贈
を

受
け
、
大
阪
城
本
丸
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
上
田
城
跡
公
園
で
除
幕

さ
れ
た
記
念
碑
は
、
住
吉
名
勝
保
存

会
か
ら
銘め
い

板ば
ん

の
寄
贈
を
受
け
、
新
生

上
田
市
発
足
３
周
年
記
念
事
業
と
し

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

雪
化
粧
と
な
っ
た
上
田
城
に
、
住

吉
名
勝
保
存
会
の
髙こ
う

野の

伸の
ぶ

生お

理
事
長

（
写
真
左
上
）を
は
じ
め
、真
田
昌
幸
・

幸
村
親
子
の
蟄ち
っ

居き
ょ

の
地
で
姉
妹
都
市

で
も
あ
る
和
歌
山
県
九
度
山
町
か
ら

は
岡
本
章あ
き
ら

町
長
が
、
大
阪
市
か
ら

は
、
ゆ
と
り
と
み
ど
り
振
興
局
の
西

沢
由
美
子
理
事
と
大
阪
城
天
守
閣
の

北
川
央ひ
ろ
し

研
究
副
主
幹
ら
が
駆
け

つ
け
ま
し
た
。

　

上
田
市
側
か
ら
は
、
母
袋
市

長
と
石
黒
副
市
長
が
、
市
議
会
か
ら

は
丸
山
議
長
、
外
山
副
議
長
、
下
村

総
務
文
教
委
員
長
、
児
玉
産
業
水
道

委
員
長
、
土
屋
環
境
建
設
委
員
長
が

出
席
。

　

式
典
で
は
始
め
に
、
信
州
上
田
真

田
陣
太
鼓
が
幸
村
の
活
躍
を
表
現
し

た
曲「
真
田
丸
」を
演
奏
。
そ
し
て
、

目
録
の
贈
呈
、
記
念
碑
の
除
幕
へ
と

進
み
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
碑
建
立
で
、
上
田
・
大

阪
両
市
に
友
好
城
郭
提
携
の
証あ
か

し
と

な
る
記
念
碑
が
建
ち
、
一
つ
の
絆き
ず
な

が

し
っ
か
り
と
築
か
れ
ま
し
た
。

このほど、上田城跡公園に建て
られた記念碑。 �



大
阪
城
・
豊
国
神
社
で

幸
村
桜
の
贈
呈
式

　

大
坂
冬
の
陣
の
講
和（
和
平
成
立
）

の
日
の
12
月
20
日
、
大
阪
城
内
の
豊ほ
う

国こ
く

神
社
で
幸
村
桜
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
贈
ら
れ
た
桜
は
、
長
島
自

上田城と大阪城の友好城郭提携は、平成
18年10月10日に大阪城天守閣で調印が行
われました。
前日には提携を記念したイベントも行わ
れ、母袋市長を先頭に100人を超す武者行
列が大阪城内を練り歩きました。
平成20年２月２・３日に上田市民会館で開
催された、大阪のOSK日本歌劇団のミュー
ジカル「真田幸村」公演は、友好城郭の提携
１周年を記念して行われたイベントです。
一方、大阪では平成20年10月10日に、友
好城郭提携２周年を記念し、記念碑が大阪
城天守閣を目の前に臨む場所に建てられ、
除幕式が大阪市の平松邦夫市長（右下の写
真・左から二人目）らの出席のもと行われ
ました。
夫婦岩のように寄り添う石に、銘板がはめ
込まれています。この記念碑の屋根にあた
る部分は現在、大阪城天守閣で展示されて
います。

友好城郭の提携と記念碑建立

平成20年に大阪城内に建てら
れた記念碑。

大坂夏の陣で、幸村が討ち死に
した地として知られる大阪市天
王寺区の安居神社でも12月17
日、幸村の銅像の除幕式が行わ
れました。

治
会
の
皆
さ
ん
が
上
田
菅
平
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
の
玄げ
ん

蕃ば

山や
ま

公
園

で
育
て
た
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
２
本

で
、
上
田
城･

大
阪
城
友
好
城
郭
提

携
３
周
年
記
念
を
祝
う
上
田
市
有
志

の
会
か
ら
、
信
州
上
田
の
桜
・
幸
村

桜
と
銘
打
っ
て
、
住
吉
名
勝
保
存
会

へ
と
贈
ら
れ
、
同
保
存
会
か
ら
豊
国

神
社
へ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
に
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇

団
の
桜お
う

花か

昇の

ぼ
る
さ
ん
と
朝あ
さ

香か

櫻さ
く
ら

子こ

さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
、
大
阪
城
と
安や
す

居い

神
社

で
も
植
樹
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



　詳しい内容は、上田市ホームページ、農林水産省ホームページ
（http://www.maff .go.jp/）をご覧いただくか、次の関係機関へお
問い合わせください。
　長野農政事務所地域第３課　TEL0267・62・6271
　　 農政課　　　TEL23・5122　　 産業観光課　TEL42・1037
　　 産業観光課　TEL72・4330　　 産業観光課　TEL85・2828

　

日
本
の
農
業
は
、
農
家
の
減
少
・
高
齢
化
、
販
売

価
格
の
下
落
な
ど
に
伴
う
農
業
所
得
の
激
減
、
農
村

の
崩
壊
な
ど
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

例
え
ば
米
で
は
、
消
費
が
右
肩
下
が
り
で
減
少
し
続

け
る
と
と
も
に
価
格
も
下
が
り
、
米
農
家
の
経
営
が

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
田
の
荒
廃
化
な

ど
に
よ
り
、
自
然
環
境
を
守
る
と
い
っ
た
水
田
が
持

つ
多
面
的
機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
危
機
に
も
ひ
ん

し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
、
意
欲
あ
る
方
々
が
農
業
を
継
続
で
き

る
環
境
を
整
え
、
国
内
農
業
の
再
生
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
農
業
と
地
域
を
再
生
さ
せ
、
将
来
に
明

る
い
展
望
を
持
て
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
４
月

か
ら
国
の
米
政
策
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

自
給
率
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
麦
・
大
豆
な
ど

の
生
産
拡
大
を
促
す
対
策
と
、
生
産
費
が
販
売
費
を

上
回
る
な
ど
、
苦
し
い
経
営
状
態
に
あ
る
米
農
家

に
対
し
て
補
て
ん
す
る
対
策
が
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
ま

す
。

来
年
度
か
ら

国
の
米
政
策
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す

　麦と大豆は「麦・大豆・飼料作物」の区分に該当しますが、
大豆はどちらか一つとなるため助成外となります。また、二
毛作を実施しているので、その分が上乗せされます。
●対象面積　転作の40a
●助成金額
　転作面積40a×（麦35,000円／10a＋二毛作15,000円／10a）

＝200,000円…②

275,000円（仮定値）

転作　40a

水田利活用自給力向上事業

2 �



＝　

制度変更の

概要
　平成22年度からは、今年度まで実施されていた転作作物への助成が、水田利活用自給力向上事業として変
更されるとともに、初めて米作に対する助成が行われる制度（米戸別所得補償モデル事業）が新設されます。
　なお、一定の経営規模を持った農家などが対象となる水田経営所得安定対策は継続されます。

事業の

概要
転作への助成

産地確立交付金　ほか
平成21年度まで

平成22年度から

助成のイメージ（仮定）（水田面積100a、転作目標40%、転作は麦＋大豆の二毛作と仮定します。
  作物の販売代金とは別に以下の交付金が助成されます）

　補償条件として水田面積100a×転作目標40%=40aの転作が必要となります。
図では、転作が40a行われ、転作目標を達成しているため、事業の対象となり
ます。
●対象面積　水稲作付60aのうち10a（一律控除される仕組み）を除いた50a
●助成金額　50a×定額単価（15,000円／10a）＝75,000円…①

●合計助成額　①75,000円＋②200,000円＝　

水稲作付　60a

水田面積　100a米戸別所得補償モデル事業

米戸別所得補償モデル事業
　今年度新設される米戸別所得補償モデル事業は、転作
目標を守る農家に対し、そのメリット措置として、米価
格の変動に対応し、補償の対象とする米価格の水準まで
の所得を補償するものです。転作の達成が必

ひっ

須
す

となりま
す。
　なお、交付対象面積は、主食用米の作付面積から一律
10aを除きます。

所得補償単価

定額部分 10a当たり15,000円

変動部分 当年産の販売価格が標準的な販売価格を下
回った場合、その差額を基に変動部分の交付
単価を設定

標
準
的
な
生
産
に
要
す
る
費
用

標
準
的
な
販
売
価
格

（
過
去
３
年
の
平
均
）

変動部分なし

22
年
産
の
販
売
価
格

定額部分
（1.5万円/10a）

米作への助成（新設）

　水田を有効活用して麦・大豆等を生産する販売農家に
対し助成を行います。
　この事業では、転作助成の単価が原則全国統一となり
ます。米の新分野での消費拡大の施策となりうる米粉や、
飼料、輸入品目の上位となっている麦・大豆などの作物
に優先的に転作してもらうために、これらの助成単価を
高くしています。
　なお、捨てづくり※などを防止するため、出荷契約等
が必要です。
※捨てづくりとは、作付けをして収穫をしないことです。収穫し
ないと自給率の向上につながりません。作付けだけして助成が
受けられるということがないよう、このような要件が設定され
ています。

作　　　　　　物 10a当たり単価

新規需要米（米粉用、飼料用など） 80,000円

麦、大豆、飼料作物 35,000円

そば、加工用米 20,000円

二毛作助成（麦と大豆など） 15,000円

その他作物 10,000円

水田利活用自給力向上事業

交付金単価（転作面積に応じて交付）

簡素化

※平成22年１月現在の単価です。今後、変更になる可能性があります。

※当年産の販売価格が標準的な販売価格を下回った
場合には、標準的な販売価格（過去３年の平均）ま
での差額分（変動部分）の補償が別にあります。

22
年
産
の
販
売
価
格

変動部分

�



報
ぴ
っ
く
あ
っ
ぷ

情
INFORMATIONPICK UP

募集します
公有地の売却に係る土地利用の提案

　カネボウ丸子工場跡地の未利用地を民間活力により活用していただくよう、民間事業者等から土地利用の提
案を募集し、土地利用と土地購入者を決定します。
　市内外を問わず、各種法人・団体などの幅広いご提案をお寄せください。

土地の概要  
　所在／中丸子1771-1 ほか３筆
　面積／約27,500㎡
土地利用提案の条件

◆跡地全体面積約27,500㎡のうち、約24,000㎡は買取りと
し、残りの約3,500㎡は貸付とします。

◆跡地の活用については、地域住民との連携を図りなが

ら、地域の活性化や市民生活の向上に寄与する計画で
あることとします。
提案募集期間 　２月１日㈪～３月19日㈮
　提案希望者は、お問い合わせください（上田市ホーム
ページにも掲載しています）。
　 公有財産管理課　TEL23・5114

　「うえだの四季」写真コンテスト・秋の部に、75名232点の応募がありました。
　昨年12月15日、海野町会館で表彰式を開催し、優秀賞３名、入選10名に賞状と記念品をお渡ししました。
　今回の入賞者は次のとおりです（敬称略）。

入賞者を発表します
「うえだの四季」写真コンテスト　秋の部

優秀賞 （３名） 打江美恵子、鳥川洋二、西澤昭夫
入　選 （10名） 安部勤、小林芳子、小林重明、
  高尾道雄、続敏男、鳥川由美子、
  西川善昭、西澤ミエ子、目黒鉄也、
  横内和

わ

多
た

良
ろう

　 商工課　TEL23・5395　 観光課　TEL23・5408

「コントラスト」打江美恵子

「お散歩」鳥川洋二

「コスモスの花咲く頃
ころ

」西澤昭夫

�



NFORMATION PICK UP
情報ぴっくあっぷ

　講談に魅せられ、女優から講談師へ。講談の魅力と、伝統芸能の世界
で女性として道を切り拓

ひら
いてきた講談人生について、笑いを交えながら

ご講演いただきます。第二部として講談の実演もあります。

時代を切り拓く
第２回「シリーズ文化講演会」

日　時  ２月27日㈯午後１時30分～３時15分（１時開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
内　容  講演「メリ・ハリ・ツッコミ講談人生」
 講談「真田幸村大阪出陣」
講　師  神田紅

くれない

氏（講談師）
定　員  800名
入場料  無料
申し込み  不要
今後の予定  第３回は３月20日㈯に上田文化会館で福田靖氏

（2010年NHK大河ドラマ「龍馬伝」脚本家）をお迎え
する予定です。

　 社会教育課　TEL42・3147　 文化振興課　TEL23・6361
神田紅さん

生徒会長の齋藤綾
あや

乃
の

さん（左）と

生徒会福祉委員会委員長の依田彩
あや

花
か

さん

　子どもの良いところをほめる運動の一環として「青少年善行表彰式」が12月15日に市役所で行われ、今
年度は、第五中学校生徒会が受賞しました。
　受賞対象となった善行内容は、次のとおりです。

地域に貢献しよう
平成21年度青少年善行表彰

　昭和61年に、知的障害者更生施設の宝池住吉
寮生との交流を始めました。その後、生徒会では
「自分たちのできることで地域に貢献しよう」との
目標をたて、平成５年ごろから生徒会の福祉委員
会が中心となり、アルミ缶・牛乳パックの回収を
全校で取り組み、得られた収益金のすべてを使い、
宝池住吉寮に車椅

い

子
す

や洗濯機などの生活に役立つ
ものを毎年贈呈してきました。
　これらの継続的な活動は、地域でリサイクル活
動を推進するとともに、地域の障害者を支援する
活動となっており、明るく住み良い地域づくりに
貢献しています。
　 生涯学習課　TEL23・6370

平成21年12月9日の生徒集会にて「車いす贈呈式」

シリーズ文化講演会

第1回

　上田市では、「歴史や伝統に学ぶ文化芸術の薫るまち」の実現に向けて、市民、団体、行政の協働による
取り組みを進めています。そこで、今各界で活躍され、地域文化の振興に向けて知恵と力添えをいただける
講師をお迎えし、３回シリーズの文化講演会を、市内文化団体が力を合わせて開催します。

　昭和19年、静岡市生まれ。昭和48年、早

稲田大学大学院文学研究科博士課程を修了。

文学博士。静岡大学教育学部教授を務め、平

成21年より静岡大学名誉教授。 

　ベストセラーとなった『日本の歴史がわか

る本』などの啓蒙書の執筆を行い、ＮＨＫテ

レビ「その時歴史が動いた」などにも出演。ま

た、平成21年ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」等

の時代考証も務める。

主催… シリーズ文化講演会実行委員会（上田市文化芸術協会、丸子文化協会、真田町文化協会、上田市、上田市教育委員会）

協力… 米熊・慎蔵・龍馬会 

後援… 信濃毎日新聞社、週刊上田新聞社、東信ジャーナル社、信州民報、　　　　　　　　　　、上田ケーブルビジョン、丸子テレビ放送、上田観光コンベンション協会

お問い合せ… ■第1回・真田地域教育事務所 TEL.0268-72-2655  ■第2回・丸子地域教育事務所 TEL.0268-42-3147  ■第3回・文化振興課 TEL.0268-23-6361

真田町文化協会主管

入場無料

（歴史学者）

■小和田哲男（おわだてつお）さん略歴

日時

会場

講　師

テーマ

2月6日（土）

歴史に学ぶ
戦国武将の
生き方と現代

　昭和54年、講談師・神田山陽門下となり、

神田紅を名乗る。昭和57年、その特異なキャ

ラクターを生かした芝居講談を手掛ける。以後、

女優・講談師・レポーター・エッセイストとして

活躍。昭和63年、「紅恋（ぐれん）源氏物語」

（ダイワアート）出版。平成元年、真打昇進・本

牧亭にて昇進披露興行を行う。平成14年4月、

紅一門を旗揚げ。現在は弟子4人に。平成20

年4月、日本講談協会副会長就任。

（講談師）

■神田紅（かんだくれない）さん略歴

講演終了後、著書サイン会があります。

講　師

テーマ メリ・ハリ・ツッコミ
　講談人生

～第二部：講談「真田幸村大阪出陣」～

◎展示室にて坂本龍馬・三吉慎蔵関係資料展を開催

　昭和37年、山口県生まれ。劇団主宰を経て、

平成8年「BLACK OUT」で脚本家デビュー。

主な作品はTVドラマ「HERO」「救命病棟24時」

「海猿」「ガリレオ」「CHANGE」、映画「催眠」

「陰陽師」「HERO」「LIMIT OF LOVE 海猿」

「20世紀少年」「容疑者Xの献身」など。NHK

ではドラマ「R. P. G.」「トキオ」「上海タイフー

ン」を執筆。

（平成22年NHK大河ドラマ「龍馬伝」脚本家）

■福田靖（ふくだやすし）さん略歴

講　師

テーマ 龍馬伝の
　楽しみ方

真田公民館ホール

日時

会場

2月27日（土）

丸子文化会館セレスホール

日時

会場

3月20日（土）
開場13:00　
講演13:30～15:15

開場13:00　
講演13:30～15:15

開場13:30　
講演14:00～15:45

上田文化会館ホール
定員 300名 定員 800名 定員 500名

第2回 丸子文化協会主管

お席には限りがございます。お早めにご来場ください。満席によりご入場いただけない場合は、ご容赦ください。

駐車場には限りがありますので、なるべく乗り合わせてお越しくださいますようお願いいたします。

第3回 上田市文化芸術協会主管

2010年　上田市文化団体連携事業
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お
知
ら
せ

駐
車
施
設
の
附
置
等
に

関
す
る
条
例
が
公
布
に

　

道
路
交
通
の
円
滑
化
等
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
駐
車
施
設
の
設
置
を
義
務
づ
け

る
条
例
は
、
こ
れ
ま
で
上
田
都
市
計
画
区

域
の
み
が
対
象
で
し
た
が
、
丸
子
都
市
計

画
区
域
も
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
12
月
定
例
市
議
会
で
可
決

さ
れ
、
12
月
18
日
に「
上
田
市
建
築
物
に

お
け
る
駐
車
施
設
の
附
置
等
に
関
す
る
条

例
」が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
よ
り
新
た
な
条
例
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
条
例
の
詳
し
い
内
容
は
、
上
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
建
築
指
導
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
地
域　

上
田
都
市
計
画
区
域
及
び

丸
子
都
市
計
画
区
域
の「
商
業
地
域
及

び
近
隣
商
業
地
域
」

●
対
象
面
積
及
び
駐
車
施
設
必
要
台
数　

１
０
０
０
㎡
以
上
の
商
業
建
築
物
等
に

対
し
、
１
５
０
㎡
に
１
台
の
駐
車
施
設

が
必
要

　

建
築
指
導
課　

TEL
23
・
５
４
３
０

わ
が
家
の
無
料
耐
震
診
断
の

申
し
込
み
は
２
月
末
ま
で

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
専
門

家
に
よ
る
無
料
の
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
２
月
末
ま
で
の
募
集
に

な
り
ま
す
。
ま
だ
耐
震
診
断
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
工
事
に
着
手
し
た
、
個
人
所
有
の
一

戸
建
て
の
、
在
来
工
法
の
木
造
住
宅
。

●
診
断
申
込　

市
役
所
建
築
指
導
課
窓

口
、
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

建
築
指
導
課　

TEL
23
・
５
４
３
０

２
月
は
児
童
手
当
の

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
に
、
平
成
21

年
10
月
〜
22
年
１
月
分
ま
で
の
児
童
手
当

を
２
月
10
日
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
わ
か

ら
ず
に
申
請
を
し
て
い
な
い
方
や
、
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、
上
田
市
へ
転
入
し

た
ば
か
り
で
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方

な
ど
は
認
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い（
公

務
員
の
方
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
開
始

　

65
歳
以
上
の
方
の
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
受
付
が
始
ま

り
ま
す
。

●
予
約
開
始
日　

２
月
１
日
㈪
〜

●
予
約
先　

か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
昨

年
11
月
に
全
戸
配
布
し
た
冊
子「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
受
け
方
に
つ
い
て
」に
あ
る
実
施
医

療
機
関（
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
）

●
接
種
開
始
日　

２
月
中
旬
以
降（
ワ
ク

チ
ン
は
、
順
次
各
医
療
機
関
に
供
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
実
際
に
接
種
で
き
る
時

期
は
、
２
月
中
旬
か
ら
３
月
後
半
に
か

け
て
と
な
り
ま
す
）

※
不
明
な
点
は
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

●
申
告
受
付
期
間　

２
月
16
日
㈫
〜
３
月

15
日
㈪（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
、
丸
子
・
真
田
・

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
ほ
か
出
張
会

場

　

例
年
、
障
害
者
控
除
や
寡
婦
控
除
、
社

会
保
険
料
控
除
な
ど
の
申
告
漏も

れ
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
年
金
受
給
者
の
扶
養
控
除

や
配
偶
者
控
除
な
ど
の
申
告
漏
れ
が
多
い

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、各
世
帯
に
お
配
り
し
た「
平

成
22
年
度
市
・
県
民
税
申
告
の
手
引
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
１
５

平
成
21
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告

●
申
告
相
談
・
申
告
書
受
付
期
間　

２
月

16
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈪（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

※
確
定
申
告
を
す
れ
ば
市
・
県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
確

定
申
告
の
必
要
は
な
く
て
も
市
・
県
民

税
の
申
告
は
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

今
月
の
表
紙

　姉妹都市である和歌山県九度山
町の小学生が上田市を訪れ、ス
キーやそば打ちを体験しました。
　一行は、九度山町内の小学５・
６年生の希望者76名。１月９日に
菅平高原スキー場で菅平小の５・
６年生を講師に、スキー交流が行
われました。前夜に九度山を出発
し、早朝到着した児童たちですが、
晴天のゲレンデで元気一杯にス
キーを楽しむ姿が見られました。
翌日は長小学校の児童と一緒にゆ
きむら夢工房でそば打ち体験を行
い、自分たちで打ったそばを食べ
ながら交流を深めました。

姉妹都市九度山町との児童交流
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

　

①
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど

の
申
告
で
所
得
合
計
額
が
各
種
控
除
合

計
額
を
超
え
る
方
、
②
給
与
の
年
収
が

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
、
③
給
与

所
得
者
で
給
与
と
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
合
計
で
20
万
円
を
超
え
る
方
、
④

２
か
所
以
上
か
ら
給
与
が
あ
り
、
給
与

と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
と
年
末
調
整

さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
が
合

計
で
20
万
円
を
超
え
る
方
な
ど
。

※
還
付
申
告
を
す
る
場
合
に
は
、
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら

全
部
を
含
め
て
計
算
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

●
確
定
申
告
を
す
る
と
給
与
や
年
金
な

ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方　

①
マ
イ

ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し

た
方
、
②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

方
、
③
災
難
、
盗
難
、
横
領
に
あ
っ
た

方
、
④
年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職
し

て
い
な
い
方
な
ど
。

●
申
告
時
の
必
要
書
類　

①
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）、
②
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
、

③
本
人
名
義
の
預
金
口
座
の
わ
か
る
も

の
。

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消
費
税

　

平
成
21
年
分
の
申
告
・
納
付
の
期
限
は
、

３
月
31
日
㈬
で
す
。
振
替
納
税
の
振
替

納
付
日
は
４
月
27
日
㈫
。

●
税
務
署
で
の
申
告
相
談　

ご
自
分
で
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
申
告
書
を
作
成

し
ま
す
。

※
３
月
15
日
㈪
間
際
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
告
で
き

る
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
申

告「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」の
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

地
デ
ジ
受
信
を
支
援

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付

　

総
務
省
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
を

全
額
免
除
さ
れ
て
い
る
世
帯
を
対
象
に
、

簡
易
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
無
償
給
付
を
行
い
ま
す
。

　

給
付
を
希
望
す
る
該
当
の
世
帯
主
で
、

ま
だ
お
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
、

所
定
の
申
込
書
で
お
早
め
に
お
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　

２
月
26
日
㈮
必
着

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
５
７
０
・
０
３
３
８
４
０

道
路
へ
の
枝
の
張
り
出
し

倒
木
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

沿
道
の
土
地
か
ら
の
倒
木
や
道
路
上
に

張
り
出
し
た
枝
の
落
下
、
枝
か
ら
の
落
雪

に
よ
り
、
通
行
中
の
車
両
等
が
損
傷
す
る

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
の
所
有
者

が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
に
も
、
日
ご

ろ
か
ら
樹
木
な
ど
の
伐
採
や
枝
払
い
な
ど

に
よ
る
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

病
害
虫
に
よ
る
松
枯
れ
、
ナ
ラ
枯
れ
な
ど

は
放
置
す
る
と
倒
木
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
防
除
・
伐
採
な
ど
の
措
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
の
後
に
は
、

特
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

管
理
課　

TEL
23
・
５
１
２
５

個
人
輸
入
の
や
せ
薬
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
」な
ど
と
称

さ
れ
る
タ
イ
製
の
や
せ
薬
は
、
こ
れ
ま
で

に
死
亡
事
例
を
含
む
重
篤
な
健
康
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
健
康
被
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
製
品
を
入
手
し
て
服
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
服
用
に
よ
り
体
調
異
常
が
現
れ

た
場
合
に
は
、
直
ち
に
服
用
を
中
止
し
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
と
も
に
、
保
健

福
祉
事
務
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

TEL
25
・
７
１
５
０

原
付
・
軽
自
動
車
の
廃
車
、

名
変
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
登
録
さ
れ
て
い
る
名
義
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
月
割
課
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
１
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
廃
棄
、
譲
渡
、
盗
難
な
ど

に
よ
り
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
行
わ

な
い
と
現
在
の
登
録
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
い
る
場
合

で
も
、
廃
車
手
続
き
は
必
要
で
す
。

※
３
月
下
旬
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

▽
原
付
バ
イ
ク
、
小
型
特
殊
自
動
車
の

手
続
き
／

　
　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
６
９

　
　
（
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
も
手
続

き
で
き
ま
す
）

　

▽
１
２
５
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
、
軽
自

動
車
な
ど
の
手
続
き
／
長
野
県
自
家

用
自
動
車
協
会
上
小
支
部（
住
吉
65

番
地
）　

TEL
23
・
１
８
７
５

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
の

職
業
相
談
室
が
廃
止
に

　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階
の
パ
レ

オ
職
業
相
談
室
は
、
平
成
22
年
３
月
19
日

㈮
で
業
務
を
終
了
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上

田
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
生
活
・
就
労
に
関

す
る
相
談
に
つ
い
て
は
、
同
ビ
ル
３
階
の

上
田
緊
急
求
職
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
及

び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

雇
用
促
進
室

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
４
０
５
）�
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催
し

オ
ヤ
ジ
改
造
倶
楽
部

設
立
総
会
・
記
念
講
演
会

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
、
オ

ヤ
ジ
改
造
倶く

楽ら

部ぶ

設
立
総
会
及
び
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る

方
、
健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
身か
ら
だ体
を

動
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
家
族
と

楽
し
く
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
実
感
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
21
日
㈰
午
後
３
時
開
会

（
２
時
45
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

塩
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

●
講
演　
「
家
族
皆
で
運
動
あ
そ
び
〜
子

ど
も
た
ち
の
運
動
あ
そ
び
に
学
ぶ
健
康

増
進
〜
」

●
講
師　

渡
辺
敏
明
氏（
信
州
大
学
教
育

学
部
准
教
授
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

会
場
の
都
合
上
、
事
前
に

電
話
で
事
務
局
へ
。

　

オ
ヤ
ジ
改
造
倶
楽
部
設
立
準
備
事
務

局（
丸
子
総
合
体
育
館
内
）

　
　

TEL
43
・
２
２
５
０

　
　

講
演
会

子
ど
も
と
携
帯
電
話

　

携
帯
電
話
の
急
速
な
普
及
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
各
方
面

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
、
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
を
お

招
き
し
、
子
ど
も
と
携
帯
・
ネ
ッ
ト
の
問

題
の
現
状
や
、
私
た
ち
大
人
が
で
き
る
対

策
、
地
域
の
情
報
教
育
の
必
要
性
な
ど
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

３
月
６
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

●
講
師　

加
納
寛
子
氏（
山
形
大
学
学
術

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

●
定
員　

50
名

●
申
し
込
み　

３
月
３
日
㈬
ま
で
に
、
氏

名
と
連
絡
先
を
電
話
で
生
涯
学
習
課

へ
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

第
26
回
文
化
創
造
祭

●
部
門
／
日
時

・
舞
台
／
２
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
・
９
日

㈫
・
13
日
㈯
・
14
日
㈰

・
展
示
／
２
月
12
日
㈮
〜
14
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時（
14
日
は
３
時
ま
で
）

●
場
所　

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

中
央
公
民
館
利
用
団
体
の
舞
台

発
表（
吟
詠
、カ
ラ
オ
ケ
、体
操
、舞
踊
、

楽
器
演
奏
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
）と
、
作
品

展
示（
書
道
、
絵
画
、
写
真
、
工
芸
、

生
花
、
布
細
工
、
川
柳
、
短
歌
、
発
明
、

活
動
記
録
ほ
か
）

●
入
場
料　

無
料

※
舞
台
部
門
の
時
間
と
詳
し
い
内
容
は
、

上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー

講
談
で
学
ぶ
成
年
後
見
制
度

　

人
は
、
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
限
ら

ず
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
突
然
に
し
て
判

断
能
力
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
権
利

を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
、
権
利
を
保
護
し
支
援
す
る

「
成
年
後
見
制
度
」に
つ
い
て
、
講
談
な
ど

を
通
し
て
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
15
分

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
講
師　

神
田
織お
り

音ね

氏（
講
談
師
）、
金
川

洋
氏（
日
本
成
年
後
見
法
学
会
常
任
理

事
）

●
入
場
料　

無
料

　

上
小
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー　

TEL
28
・
５
５
２
２

企
画
展

子
ど
も
の
祝
い
と
祈
り

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
た
め

に
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
初
正
月
、

桃（
上じ
ょ
う
し巳
）や
端
午
の
節
句
な
ど
の
祝
い

と
、
流は
や
り行
病や
ま
い

除よ

け
の
た
め
の
祈
り
や
ま
じ

な
い
に
焦
点
を
あ
て
た
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。

●
期
日　

２
月
13
日
㈯
〜
４
月
４
日
㈰

（
毎
週
水
曜
日
と
３
月
23
日
㈫
は
休
館
）

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
入
館
料　

一
般
２
５
０
円
・
高
大
学
生

１
８
０
円
・
小
中
学
生
60
円
、
市
内
の

高
校
生
以
下
は
無
料
、
毎
週
土
曜
日
は

同
伴
の
父
兄
も
無
料

●
場
所　

上
田
市
立
博

物
館

●
展
示
説
明
会　

３
月

６
日
㈯
・
27
日
㈯
の

午
後
１
時
30
分
〜

　

上
田
市
立
博
物
館

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
と

上
田
の
音
楽
仲
間

●
日
時　

２
月
20
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
出
演　

八
島
由
利
子
氏（
ハ
ー
プ
）、
上

田
の
音
楽
仲
間（
ミ
ニ
ハ
ー
プ
、フ
ル
ー

ト
）

●
曲
目　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
子
守
歌
、
ア

ニ
ー
ロ
ー
リ
ー
、
埴
生
の
宿
ほ
か

●
定
員　

70
名

●
入
場
料　

前
売
り
一
般
１
０
０
０
円

（
当
日
１
２
０
０
円
）、
高
校
生
以
下
無

料
●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

小林家（秋和）享保雛 ��
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

ラ
リ
ー
へ（
TEL
29
・
０
２
１
０
）。

　

上
田
図
書
館
倶
楽
部
事
務
局

　
　

TEL
25
・
３
１
１
５

読
み
聞
か
せ
講
座
講
演
会

　

絵
本
は
子
ど
も
た
ち
に
何
を
伝
え
て
い

る
の
か
、
絵
本
と
子
ど
も
た
ち
と
の
出
会

い
方
に
注
目
し
、
絵
本
と
の
出
会
い
を
豊

か
に
す
る
方
法
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
考

え
る
講
座
で
す
。

●
日
時　

２
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
１
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
テ
ー
マ　
「
絵
本
と
の
し
あ
わ
せ
な
出

会
い
と
は
」

●
講
師　

山
浦
美
幸
氏（
上
田
女
子
短
期

大
学
非
常
勤
講
師
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無

料
）

●
定
員　

80
名

●
申
し
込
み　

２
月
６
日
㈯
以
降
、
電

話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ（
TEL

29
・
０
２
１
０
）。

　

上
田
図
書
館
倶
楽
部
事
務
局

　
　

TEL
25
・
３
１
１
５

繭
ホ
ー
ル
サ
ロ
ン
ト
ー
ク
Ⅱ

●
日
時　

２
月
26
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

８
時（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ　

行
列
が
で
き
る
農
産
物
直
売

セ
ン
タ
ー
〜
丸
子
あ
さ
つ
ゆ
の
人
気
の

秘
密
〜

●
出
演　

伊
藤
良
夫
氏（
あ
さ
つ
ゆ
代
表
）

●
定
員　

40
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
コ
ー
ヒ
ー
付
）

●
申
し
込
み　

２
月
６
日
㈯
以
降
、
電

話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ（
TEL

29
・
０
２
１
０
）。

　

上
田
図
書
館
倶
楽
部
事
務
局

　
　

TEL
25
・
３
１
１
５

第
４
回
西
内
小
学
校

地
域
活
動
展

　

学
校
や
保
育
園
、
地
域
の
魅
力
を
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い（
わ
が
ま
ち

魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
）。

●
日
時

　

２
月
26
日
㈮
正
午
〜
午
後
６
時

　

２
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

２
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
展
示
室

●
内
容　

今
年
度
卒
業
児
童
、
在
学
児
童

及
び
地
域
の
方
々
の
陶
芸
・
木
彫
作
品

の
展
示
。
西
内
保
育
園
年
長
児
の
絵
画

展
示
。
西
内
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
・
西

内
コ
ー
ラ
ス
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
。
案か

山か

子し

祭
り
写
真
展
示
。

●
入
場
料　

無
料

　

西
内
焼
き
物
ク
ラ
ブ
、
地
域
未
来
つ

く
り
委
員
会（
齋
藤
）

　
　

TEL
45
・
３
１
１
０

あ
す
な
ろ
の
会

東
信
地
域
自
死
遺
族
交
流
会

　

大
切
な
ご
家
族
を
突
然
自
死
で
失
っ
た

と
い
う
つ
ら
く
て
苦
し
い
胸
の
う
ち
を
安

心
し
て
語
れ
る
、
同
じ
体
験
を
さ
れ
た

方
々
の
会
で
す
。
自
死
さ
れ
た
方
の
親
族

以
外
の
参
加
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
１
時
受
付
開
始
）

●
場
所　

佐
久
市
内（
申
し
込
み
時
に
お

伝
え
し
ま
す
）

●
参
加
費　

１
０
０
円（
お
茶
代
）

●
申
し
込
み　

２
月
24
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

は
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
へ
。

　

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
７
・
１
８
１
０

　
　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

TEL
25
・
７
１
４
９

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
う
え
だ
１
月
16
日
号
14
ペ
ー
ジ

「
各
施
設
イ
ベ
ン
ト
紹
介
」の
エ
コ
・
ハ
ウ

ス
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、「
TEL
23
・
５
１
４
４
」で
す
。

訂
正
し
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

催し

信州国際音楽村
バレンタインコンサート2010
　鈴木重子（ヴォーカル）と木

き

住
し

野
の

佳
よし

子
こ

（ピアノ）が、「マイ･ファ
ニー ･バレンタイン」「おいしい水」「蘇州夜曲」など名曲の数々を
演奏します。また、コンサートの前には、陣場地区のマリコヴィ
ンヤードを契約畑とするメルシャン㈱の協力により、ミニワイ
ンセミナーを開催します。
●日時　２月13日㈯
　・ミニワインセミナー／午後１時15分～
　・鈴木重子meets 木住野佳子バレンタインコンサート
　　　　　　　　　　　／午後２時～
●場所　信州国際音楽村ホールこだま
●定員　300名（ワインセミナーは先着150名）
●チケット　前売り3,000円、当日3,500円
　㈶信州国際音楽村
　　TEL42･3436

��
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真
田
図
書
室
お
は
な
し
広
場

　

ミ
ミ
ー
ル
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
紙

芝
居
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

真
田
公
民
館
図
書
室
児
童
図
書

室
　

真
田
公
民
館
図
書
室

　
　

TEL
72
・
２
２
０
０（
内
線
５
５
９
）

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

雨
宮
ち
よ
子
さ
ん
に
よ
る
、
お
話
の
世

界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

●
内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
な
ど
。

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

丸
子
金
子
図
書
館

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

図
書
館
で
除
籍
に
な
っ
た
本
を
、
希
望

者
に
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
27
日
㈯
午
後
１
時
〜
４

時
、
同
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
＆

日
本
舞
踊

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
つ
み
き
の
皆
さ
ん
に
よ
る

演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
24
日
㈬
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間
ス

テ
ー
ジ（
入
館
料
必
要
）

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

館
内
行
事

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

催
し
を
開
催
し
ま
す
。

◇
ヨ
ガ
教
室

●
日
時　

２
月
16
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

◇
介
護
予
防
体
操

●
日
時　

２
月
18
日
㈭
午
前
11
時
〜
正
午

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
。
軽
い
運
動
の

で
き
る
服
装
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

経
営
改
善
・

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

　

経
済
の
変
革
期
に
中
小
企
業
が
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
後
継
者
へ
の
事

業
承
継
の
方
法
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
８
日
㈪
午
後
３
時
〜
６
時

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ー
長
野
県
事
業
再
生
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ー
長
野

県
事
業
再
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
／
FAX
22
・
０
２
５
２

講
座
・
教
室

子
ど
も
の
け
が
・
病
気

知
っ
て
お
き
た
い
対
処
法

　

乳
幼
児
の
い
る
ご
家
庭
を
対
象
に
、
お

子
さ
ん
の
急
な
発
病
時
な
ど
の
観
察
ポ
イ

ン
ト
、
手
当
て
の
し
か
た
や
受
診
の
目
安

な
ど
に
つ
い
て
医
師
が
お
話
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
４
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分（
１
時
受
付
開
始
）

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物　
「
子
ど
も
の
急
な
病
気
・
け

が
困
っ
た
と
き
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

●
申
し
込
み　

電
話
で
丸
子
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

●
託
児　

あ
り（
先
着
15
名
・
要
予
約
）

　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座

●
期
日
／
内
容

・
３
月
２
日
㈫
／
講
演「
う
つ
病
の
理
解

と
そ
の
対
応
」吉
田
朋と
も

孝た
か

氏（
滝
澤
病
院

院
長
）

・
３
月
11
日
㈭
／
講
演「
心
の
健
康
〜
よ

り
楽
し
く
生
き
生
き
過
ご
す
た
め
に

〜
」笠
井
昇の
ぼ
る

氏（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

・
３
月
18
日
㈭
／
講
演「
う
つ
病
な
ど
で

休
職
中
の
方
の
職
場
復
帰
支
援
に
つ
い

て
」長
野
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
職
員

（
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

・
３
月
26
日
㈮
／
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
実

践（
ヨ
ガ
）「
身
体
を
動
か
し
リ
ラ
ッ
ク

ス
」和
田
真
奈
美
氏（
ヨ
ガ
講
師
）

●
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時（
26
日
は
３

時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

上
田
市
民

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

２
月
８
日
㈪
以
降
、
電
話

で
丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

第
45
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

２
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の
病
気
に
つ
い

て
●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０ ��
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

＜広告欄＞

お知らせ

３月28日㈰は
上田市長選挙・上田市議会議員一般選挙の投票日です

上田市政を託す代表者を選ぶ選挙です。あなたの大切な１票を投票しましょう。

　僕たちを 幸せにする この一票
　（平成21年度　明るい選挙啓発標語 入選作品）

◇市長・市議会議員一般選挙日程
　４月８日に任期が満了となる、上田市長及び上田市議会議員の選挙日程は次のとおりです。
●投票日　３月28日㈰（即日開票）
●告示日　３月21日㈰

◇立候補届出手続き等に関する説明会
　立候補届出が円滑に行われるように、説明会を開催します。上田市長選挙、上田市議会議員一般選挙に立
候補を予定している方は、必ずご参加ください。
　なお、参加者は１候補者について２名までとします。
●日時　３月２日㈫午後２時～
●場所　丸子文化会館小ホール
●内容　立候補届出手続き、選挙運動などに関すること

◇郵便による不在者投票、代理記載投票の利用を
　身体障害者手帳、または戦傷病者手帳を持っていて身体に重度の障がいのある
方や、介護保険法による要介護５の方で定められた要件に該当する方は、自宅な
ど居住する場所で郵便などによる不在者投票をすることができます。
　また、自ら投票の記載をすることができない方（一定の障がいをお持ちの方）は、
あらかじめ届け出のあった代理人に投票に関する記載をさせることができます。
　この投票方法を利用するためには、あらかじめ郵便投票証明書の交付手続き、
代理記載対象者の証明手続き、代理記載人の届出手続きなどをしておく必要があ
ります。
　詳しくは、選挙管理委員会へお問い合わせください。上田市ホームぺージにも
掲載しています。
※投票のしかたなどの詳しい内容は、今後も広報うえだでお知らせしていきます。
　 選挙管理委員会事務局　TEL23･5438

��
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多
文
化
に
タ
ッ
チ
講
座

ブ
ラ
ジ
ル
の
食
文
化

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
料
理
を
作
り
交
流
し
ま

す
。

●
日
時　

２
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

佐さ

伯え
き

チ
エ
ミ
氏（
上
田
ブ
ラ
ジ

ル
人
協
会
会
員
）

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

７
０
０
円

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
中
央

公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

親
子
で
将
棋
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

初
級
講
座

●
日
時　

２
月
14
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
講
師　

竹
田
貴
一
氏（
上
田
育
将
会
会

長
）

●
内
容　

将
棋
の
対
局（
初
心
者
は
駒こ
ま

が

動
か
せ
る
程
度
の
知
識
が
必
要
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
定
員　

50
名（
親
子
で
も
個
人
で
も
可
）

●
持
ち
物　

将
棋
盤
と
駒

●
申
し
込
み　

２
月
４
日
㈭
以
降
、
電

話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ（
TEL

29
・
０
２
１
０
）

　

上
田
図
書
館
倶
楽
部
事
務
局

　
　

TEL
25
・
３
１
１
５

子
育
て
応
援
講
座

ひ
な
祭
り
・
キ
ャ
ラ
弁

　

ひ
な
祭
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
弁
当
を
ワ

ン
プ
レ
ー
ト
で
作
り
ま
す
。

●
日
時　

２
月
25
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
講
師　

目
黒
正
子
氏（
料
理
研
究
家
）

●
定
員　

15
名（
託
児
あ
り
）

●
参
加
費　

８
０
０
円

●
申
し
込
み　

２
月
８
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
神
川
地
区
公
民
館
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

温
泉
で
手
作
り
を
楽
し
む
会

●
日
時　

２
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、
３

月
12
日
・
19
日
・
26
日
の
金
曜
日
、
午

前
10
時
〜
正
午

●
内
容　

日
本
の
伝
統
模
様（
六
角
形
、

麻
の
葉
、
亀き
っ
こ
う甲
、
矢や

羽ば
ね

）の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
作
り

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

●
対
象　

市
内
在
住
の
方

●
持
ち
物　

布
切
り
バ
サ
ミ
、
30
㎝
も
の

さ
し

●
参
加
費　

材
料
費
実
費（
入
浴
す
る
方

は
入
館
料
５
０
０
円
別
途
）

●
申
し
込
み　

２
月
４
日
㈭
以
降
、
電
話

で
あ
い
そ
め
の
湯
へ
。

　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

　
　

TEL
38
・
２
１
０
０

プ
ラ
ン
タ
ー

野
菜
づ
く
り
教
室

　

自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
を
使
っ
て
、
野

菜
の
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
を
行
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
基
礎
的
な
こ
と
を
中
心
に
、
土
作

り
か
ら
収
穫
ま
で
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
10
日
〜
11
月
17
日
の
水
曜

日
・
全
10
回（
気
候
、
生
育
状
況
な
ど

に
よ
り
日
程
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
。

●
場
所　

上
田
市
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

１
０
０
０
円（
原
材
料
費
な

ど
は
別
途
自
己
負
担
）

●
申
し
込
み　

２
月
８
日
㈪
〜
26
日
㈮
に

電
話
で
農
政
課
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

花
づ
く
り
園
芸
教
室

　

自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
、
庭
先
な
ど
で
、
き

れ
い
な
花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
基
礎

的
な
こ
と
を
中
心
に
、
季
節
に
合
わ
せ
た

花
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

月
曜
日
コ
ー
ス（
初
回
３
月
８

日
）、火
曜
日
コ
ー
ス（
初
回
３
月
９
日
）

　

い
ず
れ
も
平
成
23
年
３
月
中
旬
ま
で
の

全
10
回
、午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
。

●
場
所　

上
田
市
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
30
名（
先
着
順
）

●
受
講
料　

１
０
０
０
円（
原
材
料
費
な

ど
は
別
途
自
己
負
担
）

●
申
し
込
み　

２
月
８
日
㈪
〜
26
日
㈮
に

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

電
話
で
農
政
課
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

第
５
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

家
族
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
対
応
が
、
本
人
の
回
復
の
一
歩
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
15
日
㈪
午
後
２
時
〜
３
時

30
分（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
演
題　
「
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
就
労

支
援
に
つ
い
て
」

●
講
師　

山
本
大
輔
氏（
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
ノ
相
談
員
）

●
場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
対
象　

上
田
市
民

●
定
員　

30
名

●
申
し
込
み　

２
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

●
日
時　

３
月
５
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

●
場
所　

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

３
階
会
議
室

●
対
象　

収
容
人
員
が
３
０
０
人
以
上
の

集
会
場
・
遊
技
場
・
店
舗
・
病
院
・
ホ

テ
ル
な
ど
不
特
定
多
数
が
出
入
す
る
建

物「
特
定
防
火
対
象
物
」で
防
火
管
理
者

に
選
任
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
過
去

５
年
以
内
に
講
習
会
を
受
講
し
て
い
な

い
方
。

●
定
員　

先
着
80
名

●
受
講
料　

会
員
１
５
０
０
円
、
非
会
員

２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

２
月
８
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予

防
課
ま
た
は
東
御
・
丸
子
・
真
田
・
依

田
窪
南
部
の
各
消
防
署
へ
。
不
明
な
点

は
、
消
防
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

課　

TEL
26
・
０
０
２
９

精
神
障
害
者

地
域
ケ
ア
研
修
会

　

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
知
識
及
び
精

神
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

●
日
時　

２
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎
６
階
講
堂

●
内
容　

講
演「
精
神
疾
患
の
理
解
と
対

応
」佐
藤
哲
哉
氏（
千
曲
荘
病
院
精
神
科

医
師
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
域
で
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
」
／
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
青
木
治
樹
氏（
滝
澤

病
院
精
神
保
健
福
祉
士
）と
４
名
の
体

験
発
表

●
申
し
込
み　

２
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

TEL
25
・
７
１
４
９

第
４
回
家
庭
介
護
教
室

●
日
時　

２
月
17
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

長
野
病
院
地
域
医
療
研
修
セ
ン

タ
ー
３
階
講
堂

●
内
容　

介
護
者
の
健
康
体
操
・
ス
ト

レ
ッ
チ

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
長
野

病
院
へ
。

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

募
集

上
田
市
、
東
御
市
に
あ
る

県
営
住
宅
入
居
者
統
一
募
集

●
募
集
期
間　

２
月
24
日
㈬
〜
３
月
５
日

㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
期
間
中
は

土
・
日
曜
日
含
む
）

●
受
付
場
所　

上
田
合
同
庁
舎
内
６
０
４

会
議
室

●
抽
選
会　

３
月
11
日
㈭
上
田
合
同
庁
舎

講
堂

　

詳
し
い
内
容
は
２
月
上
旬
に
、
上
田
合

同
庁
舎
掲
示
板
及
び
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

　
　

TEL
25
・
７
１
４
３

＜広告欄＞
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Information A La Carte情報あ･ら･かると

心
の
教
室
相
談
員
を
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
に
お

い
て
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
相
談
な
ど

に
応
じ
る
心
の
教
室
相
談
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
勤
務
内
容　

児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対

す
る
相
談
・
援
助
等
学
校
教
育
活
動
の

支
援
。

●
応
募
資
格　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

で
59
歳
以
下
の
教
職
経
験
者
も
し
く
は

教
員
免
許
状
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
児

童
生
徒
を
対
象
と
し
た
相
談
業
務
や
青

少
年
団
体
で
の
指
導
経
験
を
有
す
る
方

で
、
本
業
務
を
理
解
し
積
極
的
に
取
り

組
む
意
欲
の
あ
る
方
。

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３

月
31
日

●
勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

●
勤
務
条
件
・
賃
金　

休
業
日
を
除
く
月

〜
金
曜
日
の
う
ち
週
２
〜
４
日
、
１
日

３
〜
６
時
間
勤
務
、労
災
保
険
に
加
入
。

賃
金
は
上
田
市
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱

に
よ
り
支
給
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
方
法　

２
月
19
日
㈮
ま
で
に
履
歴

書
を
学
校
教
育
課
へ（
郵
送
可
）。

●
選
考　

後
日
、
教
育
委
員
会
で
面
接
に

よ
り
決
定
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

平
成
22
年
度
信
濃
寮

新
入
寮
生
募
集

●
所
在
地　

東
京
都
小
金
井
市
東
町
３

－

＜広告欄＞

お知らせ

第28回上田真田まつり
武者行列への参加者募集

●開催日時　４月17日㈯午前11時～午後３時
●会場　上田城跡公園陸上競技場、中央商店街（予定）
●参加資格　どなたでも（ただし、18歳未満の方は保護者の同意が必要）
●募集人数　約100名（先着順）
●参加費　無料
●当日の日程　集合／午前９時、解散／午後３時30分（予定）
・出陣式、行列、帰陣式に参加していただきます。
・鎧

よろい

、 兜
かぶと

の持ち込みはできません。まつり事務局で用意した衣
い

裳
しょう

を着
用していただきます。

・詳細スケジュールは、参加者決定後通知します。
●申し込み　申込書に記入のうえ３月16日㈫までに、郵送またはFAXで
事務局まで。

　申請書は上田市ホームページからダウンロードするか、電話でお取り
寄せください。
　上田真田まつり事務局（ 観光課内／〒386-8601大手1-11-16）
　　TEL23･5408　FAX23･7355
　　上田商工会議所産業振興課（〒386-8522大手1-10-22）
　　TEL22･4500　FAX25･5577

　今、空前の戦国武将ブーム。今
年も真田三代の郷

さと

「信州上田」で、
第28回上田真田まつりが盛大に行
われます。
　あなたも真田武者に扮

ふん

して、行
列に参加してみませんか。親子で、
友だちと一緒に、個人でもグルー
プでも参加大歓迎です！

��



KINDERGARTEN　INTRODUCTION

　西内保育園は、松本市に続く国道254
号線沿いにあり、道を挟んだ向い側には、
一園一校と慣れ親しんでいる西内小学校
があります。昭和31年に開設し、平成
17年には子育て支援センター、一時保
育施設を併設した、地域に密着した保育
園として新築されました。園児数約30
人と小規模園のため、家庭的な雰囲気の
中で、一人ひとりの子どもの個性や思い
を大切にすることができます。
　西内地域の皆さんは、子どもたちを「地
域の宝」として温かく見守ってくれます。
そのため、畑をお借りしての野菜作り、
田んぼでの稲作り、近所の方のご好意に
よるブルーベリー採りと、園の生活だけ
では味わえない、様々な経験ができます。
また、園舎の裏山の斜面を借りて、春か
ら秋は草花や昆虫採集をして自然に親し
み、雪が降るとゲレンデとしてソリ滑り
を楽しんでいます。冬には、小学校への

入学を楽しみにできるよう、ゲーム会や
カルタ会、学校探検など、１年生と年長
児の交流が細やかに実施されています。
また、今年度は、年長組のお父さんやお
じいさんに来ていただき、一緒にもちつ
きをしました。こしのあるおもちができ
上がり、みんなでおいしくいただきまし
た。家に帰ってからは、家族の会話がは
ずみ、楽しいひと時を過ごせたようです。
　子どもたちは、１年を通して大自然の
中で元気に遊んでいます。そして、毎日
の園生活の中で、「自分も友だちも大好
き!!」になり、心も身

か ら だ

体も柔軟でたくま
しい「西内っ子」に育っています。

西内の山々に囲まれて

西内保育園

雪が降ればゲレンデになり
ます。早く雪が降らないか
なー！

大きな大根が収穫できました。
毎日給食でいただいています。

17

－

43

●
寮
費　

月
４
万
２
０
０
０
円（
部
屋
代
、

朝
夕
食
費
、
電
気
・
水
道
代
な
ど
）

●
入
寮
金　

４
万
円

●
入
寮
資
格　

長
野
県
の
高
校
出
身
で
、

平
成
22
年
に
首
都
圏
の
４
年
制
と
医

学
・
歯
学
・
薬
学
の
大
学
へ
入
学
予
定

の
男
子

●
申
込
手
続　

入
寮
願
書（
所
定
様
式
。

信
濃
寮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

を
提
出
。

●
選
考　

１
月
23
日
㈯
〜
３
月
20
日
㈯

に
、
当
寮
に
て
面
接
、
小
論
文
で
決
定
。

　

㈶
信
州
学
生
協
会
信
濃
寮

　
　

TEL
０
４
２
・
２
３
２
・
５
４
７
９

＜広告欄＞

お
わ
び

　

広
報
う
え
だ
１
月
１
日
号
の
17
ペ
ー
ジ

「
キ
ラ
リ
★
輝
く
こ
ど
も
た
ち
！
」に
掲
載

し
た
左
下
の
写
真
の
一
部
が
帯
で
隠
れ
て

し
ま
い
、
写
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
が
い

ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
、
関
係
者
の

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
深

く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

��
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母
子
自
立
支
援
員
、
女
性
・

家
庭
児
童
相
談
員
を
募
集

●
職
務
内
容

・
母
子
自
立
支
援
員
、
女
性
相
談
員
／
ひ

と
り
親
家
庭
の
自
立
に
必
要
な
情
報
提

供
、
助
言
等
の
支
援
・
指
導
及
び
女
性

の
福
祉
に
関
す
る
相
談
・
支
援
。

・
家
庭
児
童
相
談
員
／
子
ど
も
の
成
長
過

程
で
起
こ
る
、
問
題
や
悩
み
に
つ
い
て

の
相
談
及
び
児
童
福
祉
全
般
の
相
談
・

助
言
。

●
応
募
資
格　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

60
歳
以
下
の
方
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
に

関
す
る
福
祉
の
増
進
に
熱
意
及
び
見
識

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
児
童
福
祉
の
増

進
に
熱
意
及
び
見
識
を
有
す
る
方
。
児

童
福
祉
に
関
す
る
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
業
の
経

験
の
あ
る
方
。

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３

月
31
日

●
勤
務
場
所　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

●
勤
務
条
件
・
賃
金　

休
業
日
を
除
く
月

〜
金
曜
日
で
１
日
６
時
間
勤
務
、
労
災

保
険
に
加
入
。
賃
金
は
上
田
市
非
常
勤

職
員
設
置
要
綱
に
よ
り
支
給
。
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
方
法　

２
月
26
日
㈮
ま
で
に
履
歴

書
を
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
へ
持
参

（
郵
送
不
可
）。

●
選
考　

書
類
選
考
後
、
面
接
に
よ
り
決

定
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

平
成
22
年
度
千
曲
寮

新
入
寮
生
募
集

●
所
在
地　

東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
６

－
６

－

30

●
寮
費　

月
４
万
円（
２
食
付
）

●
資
格　

長
野
県
関
係
者
の
大
学
生
・
大

学
院
生
ま
た
は
大
学
入
学
予
定
の
男
子

●
申
込
手
続　

入
寮
願
書（
所
定
様
式
。

千
曲
寮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

を
提
出
。

●
選
考
日
／
選
考
場
所　

２
月
27
日
㈯
／

千
曲
寮
会
議
室
、
３
月
６
日
㈯
／
小
諸

市
民
会
館
第
３
会
議
室
、
３
月
７
日
㈰

／
Ｊ
Ｒ
長
野
ビ
ル
12
階
会
議
室
、
３
月

13
日
㈯
／
千
曲
寮
会
議
室
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
１
時
〜

　

㈶
千
曲
寮

　
　

TEL
０
４
２
・
２
４
６
・
０
７
２
６

自
衛
隊

予
備
自
衛
官
補
を
募
集

　

希
望
者
を
試
験
に
よ
り
予
備
自
衛
官
補

と
し
て
採
用
し
、
所
定
の
教
育
訓
練
終
了

後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
し
ま
す
。

一
般
公
募（
後
方
地
域
で
の
警
備
要
員
等
）

と
技
能
公
募（
医
療
従
事
者
・
語
学
要
員
・

車
両
整
備
士
等
）を
設
け
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　
「
一
般
公
募
」は
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
方
、「
技
能
公
募
」は
18
歳

以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53
〜
55

歳
未
満
の
方
。

●
応
募
締
切　

４
月
９
日
㈮

●
試
験
日　

一
般
公
募
／
４
月
18
日
㈰
、

技
能
公
募
／
４
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

●
待
遇
ほ
か　

身
分
は
非
常
勤
の
特
別
職

国
家
公
務
員
。
教
育
訓
練
参
加
日
数
分

の
手
当
支
給
。
教
育
訓
練
招
集
の
自
宅

か
ら
の
交
通
費
支
給
。
食
事
・
宿
泊
は

無
料
支
給
。

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

＜広告欄＞

　ご寄付いただいた皆様、ありが
とうございました。厚くお礼申し
上げます。
（11月分）
◇チャリティコンサート実行委員
会様　現金13万5000円／社会福
祉基金として、いちょう葉茶（8
万5050円相当）／市内福祉施設
へ

（12月分）
◇北信ヤクルト販売㈱様　現金
７万円／社会福祉基金として

◇依田武勝様　図書「日本史三千
年」50冊／市内小中学校及び市
内図書館へ

◇長野県連合青果㈱様　みかん50
箱／市内社会福祉施設へ

◇秋山雅彦様　現金25万円／ふる
さと寄附金（Ｅコース）として
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五
穀
豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
願
っ
て
小
正
月
に
、
お
札
を
竹
の
先
に
巻
い
た
わ
ら

に
い
く
つ
も
刺
し
た
オ
ン
ベ
を
振
り
、
田
畑
の
害
鳥
を
追
う
伝
統
行

事「
鳥
追
い
」が
１
月
10
日
、
生
塚
自
治
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
始
ま
り
、
明
治
・
大
正
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
の
行
事
も
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
の
は
県
内
で
も
数
か
所
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
自
治
会
で
も
、
平
成
元
年
に
復
活
し
５
年
に

一
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
行
事
を「
生
塚
だ
け
で
は
な
く
Ｐ
Ｒ
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う

い
う
話
に
な
り
ま
し
た
」と
自
治
会
長
で
も
あ
り
、
行
事
の
実
行
委

員
長
を
務
め
た
湶
勉
さ
ん（
下
の
写
真
左
）は
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、

わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
を
活
用
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
最
近
に
な
っ
て
見
つ
か
っ
た
、
昭
和

12
年
の
新
聞
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
聞
に
は
、
30
年
ぶ
り
に
鳥
追

い
行
事
が
生
塚
で
復
活
し
た
と
書
か
れ
て
い
て
、
大
人
の
背
丈
の
倍

は
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
オ
ン
ベ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

湶
さ
ん
は
、「
電
話
を
何
件
か
い
た
だ
い
て
、
懐
か
し
い
か
ら
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が

ほ
し
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
」。

　

生
塚
の
鳥
追
い
行
事
は
オ

ン
ベ
振
り
の
後
、
ど
ん
ど
焼

き
の
火
祭
り
と
合
流
し
、
ダ

ル
マ
な
ど
と
一
緒
に
オ
ン
ベ

を
燃
や
す
の
が
特
徴
だ
と
い

い
ま
す
。

　

お
札
は
５
０
０
〜
６
０
０

枚
集
め
た
そ
う
で
す
が
、
事

務
局
の
内
田
守
之
さ
ん（
下

の
写
真
右
）は
、「
今
回
は
、
昭
和
62
年
に
明
治
生
ま
れ
の
方
が
オ
ン

ベ
作
り
を
語
っ
た
ビ
デ
オ
が
あ
り
、
そ
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
取
り

入
れ
て
鳥
追
い
行
事
を
再
現
し
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
「
継
承
を
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
、
幅
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
生
塚
は
、
高
齢
者
と
子
ど
も
が
い
つ
も
一
緒
に
、
行
事
を
し
て

い
る
自
治
会
で
す
」。

　

こ
う
し
て
地
域
の
伝
統
行
事
な
ど
を
通
じ
て
、
世
代
間
交
流
や
青

少
年
育
成
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
塚
は
高
齢
者
と
子
ど
も
が
、い
つ
も

一
緒
に
行
事
を
し
て
い
る
自
治
会
で
す
。

生塚自治会

生塚自治会の「ふるきを訪ねて
世代間交流　うぶつかの街」事
業は今年度、わがまち魅力アッ
プ応援事業の自治会を対象とし
た、個性あるふるさとづくり応
援事業の採択を受けました。こ
の事業では、鳥追い行事のほか、
同自治会の古文書の整理・分類
なども行われています。また、
２月には道祖神祭が計画されて
いて、かつての経験者の協力を
得ながら、行事の継承・育成事
業が行われます。そのほか、子
どもたちの稲作体験、野菜作り、
しいたけ作りなどで、高齢者が
先生になって世代間交流が図ら
れています。

わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または株式会社日広（TEL24･1211）へ。

＜広告欄＞

湶あ
わ
ら

勉つ
と
む

さ
ん　
　

内う
ち

田だ

守も
り

之ゆ
き

さ
ん
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四
ツ
葉

ス
ケ
ッ
チ

　鹿教湯温泉観光協会（会長／斎藤厚志さん）で
は、昨年の12月29日から今年の1月31日までの約
１か月間、鹿教湯温泉「第12回氷灯ろう夢祈願」
を開催しました。平成10年から開催している毎
年恒例のイベントで、鹿教湯温泉の五台橋から文
殊堂にかけての参道に、毎晩、幻想的な氷灯ろう
約200個が設置されました。
　12月29日には、県内で秋に実施される「信州デ
スティネーションキャンペーン（目的地・行き先
と宣伝の合成語で、JRグループと長野県がタイ
アップした大型観光キャンペーンのこと）」の成功
祈願も兼ねてオープニングセレモニーが開催され
ました。
　地元鹿教湯の宮崎涼

りょう

さん・絵
え

美
み

さん新婚夫妻が、
戦国武将・真田幸村とお姫様に扮

ふん

装
そう

して、たいま
つに点火、そのたいまつから火を分け、県観光部
長、上田市長ほか関係者、温泉宿泊者が約200個
すべての氷灯ろうに点灯して回りました。
　地域の子ども、家族連れも多く参加し、合格祈
願や無病息災ほかそれぞれの願いをこめながら、
氷灯ろうに火をともしていました。

２
０
０
個
の
氷
灯
ろ
う
に
毎
日
点
灯

鹿
教
湯
温
泉「
氷
灯
ろ
う
夢
祈
願
」

横町伊勢宮大神宮のおたや祭り

小正月の行事

　

毎
年
１
月
14
日

と
15
日
に
、
横
町

の
伊
勢
宮
大
神
宮

で
行
わ
れ
る
縁
日

「
お
た
や
祭
り
」。

　

伊
勢
宮
大
神
宮

は
、
天
照
皇
大
神

宮
と
農
業
の
神

様
で
あ
る
豊と
よ

受う
け

大
神
宮
を
祭
っ
て

い
て
、
４
０
０
年

程
前
の
元
和
８
年

（
１
６
２
２
年
）に
当
時
の
秋
和
村
か
ら
横
町
に
移
さ
れ
ま

し
た
。
境
内
に
は
、
料
理
の
神
様
の
四し

条じ
ょ
う

公こ
う

と
お
稲い
な

荷り

さ

ん
も
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
暮
れ
時
に
な
る
と
、
若わ
か

伊い

者も
の

会
の
皆
さ
ん
が
つ
け
た

通
り
沿
い
の
ち
ょ
う
ち
ん
の
明
か
り
に
誘
わ
れ
る
か
の
よ

う
に
多
く
の
家
族
連
れ
が
神
社
を
訪
れ
ま
す
。

　
「
祭
り
の
名
前
は
、
伊
勢
神
宮
の
お
札
等
を
配
り
参さ
ん

詣け
い

の
宿
の
案
内
を
す
る
所
・
御お
ん

旅た
び

屋や

が
、
な
ま
っ
て
お
た
や

さ
ん
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に

由
来
し
て
い
る
ん
で
す
」

と
世
話
人
の
一
人
で
あ
る

翠
川
芳
久
さ
ん
。

　

14
日
の
夕
方
か
ら
15
日

に
か
け
て
境
内
で
は
、
だ

る
ま
市
や
縁
起
物
な
ど

の
露
店
が
数
多
く
立
ち
並

び
、
福
を
求
め
る
参
拝
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

一
番
奥
の
本
殿
の
隣
に

は「
御
焚た
き

上
げ
受
け
所
」

が
設
け
ら
れ
、
昨
年
の
だ

る
ま
や
正
月
飾
り
な
ど
が

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
15
日
に
は
ど
ん
ど
焼

き
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の

隣
に
建
設
さ
れ
る
真
田
図
書
館

の
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
が
、

12
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
真
田
町
時
代
に
図
書
館
建

設
の
た
め
に
積
み
立
て
て
き
た

基
金
と
、
合
併
特
例
債
を
使
い
、

地
域
住
民
の
長
年
の
夢
だ
っ
た

図
書
館
建
設
が
い
よ
い
よ
実
現

し
ま
す
。
鉄
骨
２
階
建
て
約

９
３
４
㎡
の
建
物
を
新
築
し
ま

す
。
ま
た
渡
り
廊
下
で
自
治
セ

ン
タ
ー
２
階
と
結
び
、
そ
の
一
部
を
会
議
室
、
学
習
室
な
ど

に
有
効
利
用
し
ま
す
。
真
田
氏
関
係
、
菅
平
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
関
連
書
籍
、
平
塚
ら
い
て
う
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
史
な

ど
の
特
色
の
あ
る
図
書
を
そ
ろ
え
、
ま
た
、
児
童
図
書
コ
ー

ナ
ー
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
バ
ス
停
に
近
く
、

子
ど
も
や
自
動
車
免
許
を
持
た
な
い
方
の
利
用
に
も
便
利
で

す
。

　

市
で
は
、「
図
書
館
建

設
運
営
研
究
会
」の
意
見

を
計
画
に
反
映
さ
せ
、

よ
り
利
用
者
の
望
む
形

で
の
図
書
館
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
図
書
館
の
運
営
や
書

架
整
理
、
書
籍
修
理
な

ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
中
学
生
７
人
を

含
む
50
人
以
上
が
す
で

に
登
録
を
し
、「
図
書
館

を
自
分
た
ち
の
手
で
よ

り
良
い
も
の
に
」と
の
意

気
込
み
で
活
動
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　クリスマスが間近に迫った12月23日、武石ともしび博物館では毎
年恒例の手作りろうそく教室を開催し、親子連れなど約30人がサン
タクロースとクリスマスツリーのろうそく作りに挑戦しました。
　サンタのろうそく作りには、ホイップクリームのように泡立てた白
いろうを使います。このろうがヒゲや髪になり、付け方や量によって
違った顔のサンタになります。「ヒゲをもう少し大きくしたらどう？」
と最初はお子さんの作業を眺めていたお父さんたちも、完成が近づく
と熱が入り、真剣な表情で作業をしていました。
　教室に参加した子どもたちは､「サンタさんにプレゼントのお返し
であげるんだ」「ろうそくが大きいからケーキも大きいのがいいな」な
どとうれしそうに話してくれました。
　武石ともしび博物館では、いつでもろうそく作りが体験できます（要
予約／TEL85・2474､ １～３月は休館）。誕生日などの記念日を､ 手作
りろうそくでお祝いしてみてはいかがですか？

住民の意見を反映、みんなで支える図書館づくり

真田図書館の建設開始

武
石
と
も
し
び
博
物
館
で
体
験
教
室

手
作
り
ろ
う
そ
く
で
ク
リ
ス
マ
ス
を

完成予想図
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平成22年
上田市
成人式

　

小
雪
が
舞
う
1
月
10
日
、
市

内
７
会
場
で
、「
平
成
22
年
上

田
市
成
人
式
」が
、
今
年
も
新

成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
平
成
生
ま

れ
と
な
っ
た
今
年
、
市
内
で

は
１
６
４
８
人
が
新
成
人
を
迎

え
、
式
典
に
は
１
３
０
２
人
が

出
席
。
恩
師
、
家
族
ら
へ
の
感

謝
と
新
た
な
誓
い
を
胸
に
、
成

人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

武石公民館
（依田窪南部中区域）

上田創造館（四中・六中区域）

上田文化会館
（一中・二中・三中区域）

JAモルティしおだ（塩田中区域）

選挙権あ
り

卒業写真の
面影が…
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真田公民館（真田中・菅平中区域）

上野が丘公民館（五中区域）

丸子文化会館
（丸子中・丸子北中区域）

二十歳の
誓い！

恒例の

抽選会！
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539  市政提言FAX ： 0268・23・5111  市政提言メール： mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL ： http：//www.city.ueda.nagano. jp/

人口：159,760人  男：78,139人  女：81,621人  世帯数：62,036戸　外国人登録者数：4,500人  男：2,125人  女：2,375人

人の動き （平成22年１月１日現在）

広
報
う
え
だ
 N
o.93 平

成
22年
２
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16日
発
行
）　
編
　
集
　
上
田
市
秘
書
課
　
〒
386-8601長

野
県
上
田
市
大
手
1-11-16  TEL0268・

22・
4100  FAX0268・

23・
5241

１月15日、下之条保育園の園庭には、近所や保護者の家庭など
から持ち寄っただるまや門松などが積み上げられました。保育園
でどんど焼きが行われるのも、最近では数少なくなりました。
午前10時、66人の園児と保護者がその周りに集まり、積み上げ
られただるまの前で、記念に写真を撮りました。
点火されると時折「ボン！」とはじけながら燃えるだるまに、男の
子たちは大はしゃぎ。「寒いのが苦手」としゃがみこむ女の子もい
ました。
前日には20人くらいの園児の祖父母に、粉をこねるところから
指導してもらい、みんなでまゆ玉作りをしました。まゆ玉をつけ
る柳の木も、地元の方がわざわざ持ってきてくれたもの。「そう
いう地域の支えがあってできる行事です。ありがたいことですね」
と園長先生。
「今年１年、風邪をひかないように」と焼きたてのまゆ玉を先生か
らもらい、園児たちは口の中いっぱいにほお張っていました。

どんど焼き
提供／下之条保育園

し
き
お
り
お
り
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